
一般的な副作用とその対策 

 

一般的は副作用として、骨髄抑制（白血球減少、血小板減少、貧血）、消化器

症状（悪心・嘔吐、口内炎、下痢）、脱毛、全身倦怠感、腎臓、肝臓などの臓

器障害等があります。 

 

（1）骨髄抑制 

１人ひとりで程度の違いはありますが、化学療法後 2～3 週間は、骨髄の機能

が抑制された状態が継続します。 

 

［白血球減少］ 

白血球は化学療法開

始後、1 週間くらいして

減少をはじめ、2 週目頃

に最低となるのが一般

的です。白血球の減少は

感染に弱い状態を引き

起こしますので、知らず

にいると大変危険です。

また、白血球減少を直接

反映する自覚症状はあ

りません。 

このため、化学療法後

は定期的に採血を行い

一定レベルより白血球が減少した場合には、お部屋の中での安静（逆隔離）、マ

スクの着用などをお願いすることがあります。必要に応じて抗生物質を使用す

る場合もあります。 

白血球の減少の程度により白血球の増加を促進する作用をもつ顆粒球コロニ

ー刺激因子：G-CSF の注射剤を使用する場合があります。G-CSF は減少した白血

球を回復させ、細菌感染症の発生を防止したり、その頻度を減少させることが

報告されています。 

 

《ご自身で気をつけて頂きたいこと》 

うがいや手洗いは重要な感染予防の方法です。こまめに行うこと

により感染予防を行って下さい。  

がん化学療法の説明書 と スケジュール説明書

効果・副作用・副作用対策の説明書

投与スケジュールに関する説明書

１．がん化学療法とその目的

がん化学療法は、抗がん剤を用いて腫瘍細胞の増殖を抑制したり、腫

瘍細胞を死滅させることにより腫瘍を縮小、消滅させたり、再発を予防

したりすることを目的とする治療法です。

がん化学療法は、下記の３つに大別できます。

(a)  手術の前に腫瘍細胞を縮小する目的で施行する術前化学療

法

(b)  手術の後に体内に残存する可能性のある腫瘍細胞を消滅さ

せる目的で施行する術後化学療法

(c )  切除していない、または再発した腫瘍細胞の増殖を抑制す

る目的で施行する化学療法

(d)  これらに加えて腫瘍縮小効果のみならず延命効果及び生活

の質（ＱＯＬ）の向上（痛みの軽減、食事の再開など）も

化学療法の大きな目的のひとつです。

（1）抗がん剤の特徴

抗がん剤は、点滴または口から服用し

ていただきます。患者さんが、使用する

抗がん剤の薬剤名は、治療サイクルごと

に主治医、薬剤師からご説明させていた

だきます。抗がん剤は、血液中を循環し

て腫瘍細胞に作用して治療効果を生じ

ます。このように抗がん剤は、全身に作

用する特徴を有するため、特定の局所の

みではなく全身の腫瘍に有効性が期待

されます。一方、手術や放射線療法は、

治療を施した局所（領域）に高い効果を

有するという特徴があります。

抗がん剤が血液中を循環する際に正

常な細胞に作用すると副作用が発現します。具体例として、消化管に作

用した場合の吐き気や嘔吐、下痢があります。

（2）併用療法

抗がん剤には腫瘍細胞への作用方法が異なる、さまざまな薬があります。

このことを専門用語で薬理効果が異なる薬剤と言います。一般的に、単

剤で高用量を使用するよりも薬理効果が異なる薬剤を数種類組み合わ
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